
 

 

 

〜ClassPad.net の授業⽀援機能・各種ふせんを活⽤する〜 

⽇本思想における「個⼈」と「世間」の関係を考える授業 
様々な⽇本思想をもとに、現代の⼈間関係や SNS 社会のあり⽅を分析して理解する。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

概要の説明 
「『空気を読む』ことは優しさか、弱さ
か」という問いを投げかける。 
⽇本思想(和辻哲郎・夏⽬漱⽯)の⼿がか
りを⽤いて、この問いに対する⾃分なり
の答えを⾒つけることが⽬標であると伝
える。 
 
 
基礎的な事項の確認 
以下の 2 ⼈のキーワードを中⼼に、その
⼈間観・思想を Ex-word で確認する。 
 
①和辻哲郎(『⾵⼟』『倫理学』) 
キーワード：「間柄的存在」「⼈間(じん
かん)」 
→⼈は関係性の中に存在する 
②夏⽬漱⽯(『私の個⼈主義』) 
キーワード：「⾃⼰本位」「則天去私」 
→他⼈に左右されず、⾃⼰の内⾯に従う 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：⽇本の⾵⼟や歴史の中で培われた「⼈間観」や「⾃⼰観」を、⻄洋近代的な個⼈

主義と⽐較させながら理解させる。  
⽣徒向けの⽬標：多様な思想を整理し、現代の「空気を読む⽂化」といった⾝近な問題を、多⾓的 
        な視点から捉え直す。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・探究学習促進：異なる思想的⽴場から現代の問題を分析する活動を通じて、多⾓的な視点と批判的 
        思考⼒を養うことができる。 
・協働学習促進：同時編集機能により、思想をグループで相談しながら⾔語化・図解することでお互い 
        の解釈を共有し、それらを深めることができる。 
・課題の配布→回収→管理→添削→返却の効率化：授業⽀援機能を使えば、全てのアクションが容易。 

step2 

課題が書かれたテキストふせんを
⼀⻫配信で⽣徒全員の端末に送信
する。⽣徒はそれを受け取り、授
業の最後に⾃分の考えを書き込む
ための準備とする。 
 
 
 
 
⽣徒はテキストふせんを使⽤し、
教師の説明を聞きながらキーワー
ドの意味を⾃分の⾔葉で整理す
る。（例：和辻＝「和」、漱⽯＝
「個」など⾊分けして整理） 

step1 

【倫理】 
実教出版「詳説倫理」P.179/182「近代的⾃我の確⽴/近代⽇本哲学の成⽴と超国家主義」 

「同調圧⼒」や「個性の発揮」といった現代的な課題を、⽇本を代表する思想家たちの視点から、どう解釈できるだろうか。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導⼊・課題の共有 
クラスをいくつかのグループに分け、各
グループに「和辻哲郎派（関係重視）」
または「夏⽬漱⽯派（個⼈重視）」のど
ちらかの⽴場を割り当てる。 
 
現代的課題の提⽰ 
「SNS のグループチャットで、気の進ま
ない誘いを受けたとき、どう反応するの
が正解か？」 
A.「既読スルー」 
B.「嘘でも同意する」 
C.「はっきりと断る」 
 
 
個別学習・グループワーク 
まずは、個⼈で具体的なアクションとそ
の理由を５分間考える。 
その後、割り当てられた視点を通して、
課題についての議論をグループ内でおこ
なう。 
 
＜条件＞ 
・それぞれの思想の⽴場から考える。 
・教科書や配布資料、⽤語集のキーワー
ドを必ず２つ以上使う。 
 
 
議論・発表 
和辻派グループと漱⽯派グループがペア
になり、それぞれの解決策を発表し合
う。議論をおこなうことで、お互いの解
決策の⻑所と短所について、それぞれ考
え、深める。 
 
 
 
 
 
⽤語と解釈の再定義 
⽣徒がワークで使⽤した⽤語の使い⽅が
合っていたか、教師が解説をおこなう。 
 
◯和辻哲郎の「⼈間(じんかん)」 
誤解：単なる「同調圧⼒」や「我慢」 
正解：⼈は⼀⼈では⽣きられないという
「事実」の受容。他者との信頼関係の中
にこそ、私の居場所がある。 
 
◯夏⽬漱⽯の「⾃⼰本位」 
誤解：わがまま、⾃分勝⼿ 
正解：他⼈の評価ではなく⾃分の良⼼に
従うこと。「他⼈の個性も尊重する」と
いう倫理性がセット。 
 
教師は「どちらも実は『他者』を⼤切に
している点では同じではないか？」とい
う視点を投げかける。 
また、同時に「和辻は漱⽯の思想に⼤き
な影響を受けている」という事実も伝え
る。 

「SNS トラブルの事例」が書かれ
たテキストふせんを教室全体に提
⽰する。 
⽣徒は、⾃分たちの割り当てられ
た思想に従って、この問題への対
処法を考える準備をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループワーク機能を使⽤してデ
ジタルノートをグループで共同編
集し、意⾒をまとめる。 
また、⽣徒は⼿書き機能を活⽤
し、視覚的に思想の違いを表現す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
各グループが作成したふせんある
いはデジタルノートを、授業⽀援
機能を活⽤し、クラス全体に共有
する。 
⽣徒は他グループの発表を聞きな
がら、良い点や反論をテキストふ
せんに書き、送信することで、リ
アルタイムの意⾒交換を⾏う。 
 
 
 
教師はあらかじめ作成した本来の
意味についてまとめたファイルふ
せんを、⼀⻫送信機能で⽣徒全員
に配布する。 
 
※グループワークのノートブック
に受信する場合は代表⽣徒が⾏
う。 
各⾃が操作すると同じふせんがノ
ートブック上に乱⽴することにな
る。 
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思想の分布図の作成 
今回の SNS事例において、クラス全体が
どれだけ「和辻より」「漱⽯より」であ
ったかを可視化する。 
また、「もし全員がどちらかの考えによ
っていたら？」という質問をおこなうこ
とで、教員は極端な社会の⽣きづらさを
想像し、バランスの重要性に気づかせ
る。 
 
 
まとめ・宿題 
まとめ 
「思想に正解はないが、⾃分が⼀番『納
得できる』⽣き⽅を選び取ることが、倫
理の授業で最も⼤切なこと」であるとい
う点を教師は⽣徒に向けて発信する。 
 
宿題 
「今⽇の議論を踏まえ、冒頭の問い（空
気を読むことは優しさか弱さか）に対
し、あなたの考えを 200 字以内で提出せ
よ」 
 
 

各グループから提出された「解決策」
のふせんを、電⼦⿊板上で並べて⽐較
表⽰する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⽣徒は提出ボックスに提出して授業を
終了する。 
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